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厚生労働省第2回訪日外国人旅行者等に対する医療の提供に関する検討会資料
平成 31 年（ 2019 年）年）１月 25 日

厚生労働省の示す拠点医療機関の選出要件

都道府県の規模・外国人患者受入数の状況によって、拠点医療機関の選定に求められる基準が異なる。

厚生労働省の基準をベースに各都道府県の実情に照らした選定基準が求められる。
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大阪府の拠点医療機関＝「重症例を受入可能な医療機関」選定の考え方

■厚生労働省の示す選定要件

都道府県単位の「重症例(＝入院を要する救急医療）を受入可能な医療機関」

①都道府県の医療計画における二次以上の救急医療機関

②言語対応：多言語での対応が可能であること※言語の種類は医療機関の実情にあわせ

て設定するものとする※医療通訳者、電話通訳、デバイス等の形式は問わない

■府の考え方
拠点医療機関の『拠点』として担う役割
・重症な外国人患者の受入
・外国人患者受入れの実績、ノウハウ、環境整備について府内医療機関を牽引

↓

拠点医療機関の選定要件：重症例を受け入れ可能な二次以上の救急医療機関
かつJMIP認証を受けた病院

※大阪府「傷病者の搬送及び受入れの実施基準」における三次告示医療機関、及び二次告示医療機関のうち重症初
期対応医療機関・重症小児対応医療機関・特定機能対応医療機関

※２今後、外国人医療対策会議等の意見を踏まえながら拠点医療機関数、選定要件を検討

実態調査における地域別の外国人患者受入割合を考慮し、大阪府内を北部（豊能・三島・
北河内）・南部（南河内・堺市・泉州）・中央部（大阪市・中河内）と3区分の上、北部1カ所、
南部2カ所、中央部2カ所を選定。 →5か所の拠点医療機関を選定

大阪市内では、現状JMIP認証病院がないため、大阪市内で2カ所JMIP認証取得を支援 3

※1



大阪府の地域拠点医療機関＝「軽症例を受入可能な医療機関」選定の考え方

■厚生労働省の示す選定要件

２次医療圏単位の「軽症例を受入可能な医療機関（診療所・歯科診療所も含む）」

①対象となる医療圏：全ての医療圏。 ②診療時間：特に制限を設けない

③診療科：特に制限を設けない ④言語対応：多言語での対応が可能であること

※言語の種類は医療機関の実情にあわせて設定するものとする

※医療通訳者、電話通訳、デバイス等の形式は問わない
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■府の考え方

地域拠点医療機関の『地域の拠点』として担う役割

・外国人の急な病気やケガの際の積極的な受入

・地域の拠点機能例：自治体や周辺医療機関に対して地域拠点医療機関であることを周知、

周辺医療機関等から、医療通訳等多言語対応が必要な患者の紹介受入等

地域拠点医療機関の選定要件：

①多言語対応が可能であること ※言語の種類は医療機関の実情にあわせて設定するものとする

※医療通訳者、電話通訳、デバイス等の形式は問わない

②以下のいずれかを満たすこと

・平成29年度の外国人患者の診療総数の実績がのべ人数で１00人以上

・JMIP認証を受けた医療機関

・厚生労働省「医療機関における外国人患者受入れ環境整備事業」実施医療機関

※今後、外国人医療対策会議等の意見を踏まえながら地域拠点医療機関数、選定要件を検討



外国人受入れ拠点医療機関スキーム図

救急告示病院等
府内医療機関

大阪府外国人患者
受入地域拠点医療機関

(仮称)

15医療機関

大阪府外国
人患者受入
拠点医療機
関(仮称)
5医療機関

■大阪府外国人患者受入拠点医療機関の設置

重症例を受け入れ可能な二次以上の救急医療機関

であってJMIP認証病院。

2020年までに5か所の選定を目指す。

■大阪府外国人患者受入地域拠点医療機関の設置

2次医療圏毎に1か所以上を選出。以下の要件を想定

①多言語対応が可能であること

②以下のいずれかを満たすこと

・平成29年度の外国人患者の診療総数の実績がのべ人数で１
00人以上

・JMIP認証を受けた医療機関

・厚生労働省「医療機関における外国人患者受入れ環境整備
事業」実施医療機関

【地域拠点医療機関向け支
援策】
・環境整備充実支援補助
・ワンストップトラブル相談窓
口の設置■救急告示医療機関等、府内医療機関

観光庁が選定している訪日外国人患者受入医療機関を引き
続き募集※平成30年現在府下57医療機関が選定。

【拠点医療機関向け支援策】
・ワンストップトラブル相談窓口の
設置
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【2か所追加選定支援策】
大阪市内の医療機関
・JMIP認証取得支援補助
・環境整備充実支援補助

【外国人患者受入医療機関向け支援策】
・多言語医療通訳コールセンター（24時間）

：救急告示病院等
・ワンストップトラブル相談窓口

：救急告示病院等


